
八王子駅南口集いの拠点整備・運営事業

令和7年度モニタリングシート（統括マネジメント業務）

事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント）

計画、報告、記録 外部クレーム ヒアリング等 評価
コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

業務の実施に関する要求水準

・事業の遂行管理ができていたか（任意事業含

む）

年３回及び

年度末

業務計画書（各種）、議

事録（各種協議会）、

SPCマネージャー選任届

会議出席（各種協

議会）
Ｂ Ｂ B Ｂ

業務要求水準書に規定する業務の

不備に該当しうる事象が判明した

ことから発出した改善要求に対

し、改善計画書が提出され、計画

の実効性を確認したため、今期の

評価をBとする。

・各業務の実施管理ができていたか
年３回及び

年度末

業務計画書（各種）、月

報、週報等
Ｂ Ｂ B Ｂ

・各種書類の作成及び管理ができていたか
年３回及び

年度末
議事録、一覧表 会議出席 Ｂ Ｂ B Ｂ

・事業者間の連携及び調整ができていたか
年３回及び

年度末
会議出席 Ｂ Ｂ B

今期の評価においてはBとするが、

開館準備業務の第2四半期モニタリ

ングにて、市からコメントを付しB

評価とした、憩いライブラリ及び

交流スペース（3）①について改善

されていないため速やかに改善す

るとともに、事業全体の統括とし

て、進捗管理やモニタリングを実

施すること。

Ｂ

・市との連絡調整が適切に行われていたか
年３回及び

年度末
ヒアリング Ｂ Ｂ B Ｂ

・会議体の運営が適切に行われていたか
年３回及び

年度末

官民会議体運営規則、議

事録
Ｂ Ｂ B Ｂ

①全般

開館準備業務にて実施するブランディング業務

との連携を図りながら、VＩ（ヴィジュアルア

イデンティティ）デザインと広報、イベントを

一体的に展開するブランディングの方針に沿っ

た統一的な内容とするためのマネジメントが行

われていたか

年３回及び

年度末
月報 会議出席 Ｂ B B B

②ネーミングライツ

実施計画に基づき、ネーミングライツの引き受

け企業の選定に向けた取組みが行われていたか

年3回及び

年度末
市との協議記録、月報 Ｂ B B B

③地域資源・周辺施設との連携

開館準備業務で実施する取り組みが、運営方針

に沿ったものとなっているかを確認するととも

に、開館へ向けての効果的なPR及び、開館以降

も連携をより増進するようマネジメントが行わ

れていたか。

年３回及び

年度末
月報、ヒアリング Ｂ B B B

④広報

ア　パンフレット作成

各業務で実施する取り組みが、統一的で効果的

であるか確認が行われていたか。

第2四半期、

第4四半期
月報 － B － B

開館準備業務で実施する取り組みについて、コ

スト圧縮の観点をもってマネジメントが行われ

ていたか。

年３回及び

年度末
月報 会議出席 Ｂ B B B

イ　ホームページ作成

各業務で実施する取り組みが、正確にかつ統一

的で効果的であるか確認が行われていたか。

第2四半期、

第4四半期
月報 － B － B

貸室、有料自習スペース、メイカースペース、

大屋根広場等の予約状況や駐車場の利用状況

が、ウェブサイトで確認できるか。

第2四半期、

第4四半期
月報 会議出席 － B － B

ウ　資料作成等

市が求める事項が生じた場合速やかに対応され

たか

第2四半期、

第4四半期
月報 － B ― B

エ　情報発信

施設の需要調査の結果から潜在的利用者を把握

し、ターゲットに合わせた広報戦略を立案し効

果的な広報を行う。各業務で実施する広報の取

組みが統一的なものとなっているかを確認す

る。

第2四半期、

第4四半期
月報 会議出席 － B ― B

各種媒体による宣伝活動が積極的に行われた

か。

第2四半期、

第4四半期
月報 会議出席 － B ― B

開館準備段階では、国内に居住する外国人向け

の情報発信の取組みが行われたか。

第2四半期、

第4四半期
月報 会議出席 － B ― B

6月

市評価要求水準項目 評価項目（基準） 頻度

事業者による確認方法

統括マネジメント業務

開館前業務 

・開館前までに、契約、設計及び建設から運営にいたるま

での一連の流れが円滑に行われるよう進捗管理を行うこ

と。

・ＰＦＩ事業者内において、提案した事業の方向性と基本

計画の整合性について管理すること。

・貸室や有料自習スペース、メイカースペース・大屋

根広場等の予約状況や駐車場の利用状況が確認できる

ようにすること。

ブランディング業務

・提案段階で検討したコンセプトに基づいて本事業の

ブランド構築に努め、集いの拠点の設計、建設、維持

管理及び運営を通じた統一的な管理を行うこと。

・ネーミングライツの積極的な導入を期待する。

・導入に際して、詳細は市と協議を行うこと。

・地域資源及び周辺施設との連携協力並びに賑わいづ

くりやまちづくりに資する連携イベントの企画及び参

画を行うこと。

・集いの拠点の案内に関するパンフレットを作成し、

集いの拠点の利用促進に資する情報を提供すること

・広告等を活用し、コストの圧縮を図るとともに、地

元企業とのコミュニケーションを図ること。

9月

市評価

・資料の作成及び視察対応等、本事業について市が求

める事項について、速やかに対応すること。

・様々な手段を講じ、市内・市外へ情報を発信するな

ど広報宣伝活動を行い、広域的な集客を行うこと

・テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、ウェブサイト等の各

種情報媒体を活用し、施設やイベント開催情報等につ

・今後、増加が見込まれる訪日外国人や国内に居住す

る外国人向けの情報発信についても積極的に取り組む

・集いの拠点の案内に関するホームページを作成し、

集いの拠点の利用促進に資する情報を提供すること。

・パソコンでの閲覧の他、スマートフォンの画面閲覧

も可能とすること。

3月

市評価

12月

市評価



事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント）

計画、報告、記録 外部クレーム ヒアリング等 評価
コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

6月

市評価要求水準項目 評価項目（基準） 頻度

事業者による確認方法

9月

市評価

3月

市評価

12月

市評価

施設を支える方々とのネットワーク構築

開館準備段階で行う取組みが、ボランティア活

動ニーズ、市民及び利用者のニーズを掘り起こ

すことにつながるような、産官学民協働の企画

会議や懇談会が開催されていたか。

年３回及び

年度末
報告書 会議出席 Ｂ

ワークショップについては、参加

者の満足度が高い取組みとなった

ことを評価する。

単発の取組みでなく、参加者に対

して、ボランティア及び利用者の

ニーズを掘り起こすことにつなが

る取組みを期待する。

八王子にゆかりのある講師を招

き、市民とともに共創による2つの

ワークショップで、ブランドメッ

セージへの様々なアイデアや、オ

リジナルテキスタイルへの素敵な

モチーフを集めることができた。

参加者へのアンケートでも、内容

や運営について、好評の声が多数

寄せられた

B B B

多様な主体との連携・協働の仕組みを構築する

ための取組みを行っていたか。

年３回及び

年度末
まとめ資料 会議出席 Ｂ B B

連携だけでなく、桑都の杜の運営

を市民等が主体となって担えるよ

うな協働の仕組みづくりを期待し

ているため、その取り組みについ

ても実施すること。

B

本施設の整備コンセプトを実現するため、市民を含めた多

様な主体が運営に参加できる仕組みづくりを行う。また、

全期間を通じて市民等の運営への活動をサポートし、あわ

せて管理すること。



八王子駅南口集いの拠点整備・運営事業

令和7年度モニタリングシート（開館準備業務）

事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント）

評価
コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

■共通項目

（3）ブランディング業務

施設全体の統一感を持つブランディングを行っ

ているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

（4）開館前の広報業務

①開館前の広報計画の作成、広報活動

開館前の広報活動を行ったか。
年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B

インスタグラムに誤った情報を発

信したことについて、プロセスを見

直し、SPC事業者全体で確認・

承認を行う体制を整えたことでB

とする。SNSに限らず情報発信

時の確認・承認プロセスを徹底

し、情報の信頼性を損なうことの

ないようにすること。

B

②広報イベント

他のイベントとの連携や独自PRイベントの企

画・実施をしているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

③オープニングイベント
内覧会、オープニングセレモニー、開館記念イ

ベントを計画し、実施したか。地域と協働で開

催しているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

（5）開館前の集客業務

出版社や旅行会社、市内小中高等学校へ

のプロモーション活動を行ったか。

第3四半

期、年度末

月報、市との協議記録、報

告書
－ － B

Bとしたが、開館準備業務計画

書に定める、開館準備業務の

集客計画案が作成されていませ

ん。今後速やかに提出すること。

B

（6）開館前のイベント等の開催準備業務

市が主催又は共催するイベントの開催準備の

支援や、PFI事業者主体のイベントの準備を

適切に行っているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

（７）施設を支える方々とのネットワーク構築業務

施設を支える方々との関係を適切に構築し、

活動を行うために、募集・育成・管理・保険の

加入を適切に行っているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

（８）機運醸成のためのワークショップ等市民参加支援業務

地域ニーズや特性を把握するため、市民参加

型のワークショップやトライアル企画等を行い、

オープニングに向けた機運醸成の意見交換が

行われているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

（９）従業者の講習及び研修業務

スタッフの能力向上とサービス水準向上に適し

た研修や講習を実施しているか。
年度末 月報、研修資料、報告書 － － － B

■みんなの公園

（３）ブランディング業務

施設全体の統一感を持つブランディングを行っ

ているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

（４）開館前の広報業務

①開館前の広報計画の作成、広報活動

開館前の広報活動を行ったか。
年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

②広報イベント

他のイベントとの連携や独自PRイベントの企

画・実施をしているか。

年3回及び

年度末
月報、報告書 無 B B B B

③オープニングイベント

内覧会、オープニングセレモニー、開館記念イ

ベントを計画し、実施したか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

（５）開館前の集客業務

出版社や旅行会社、市内小中高等学校へ

のプロモーション活動を行ったか。

第3四半

期、年度末

月報、市との協議記録、報

告書
－ － B

Bとしたが、開館準備業務計画

書に定める、開館準備業務の

集客計画案が作成されていませ

ん。今後速やかに提出すること。

B

所管課評価

6月 9月事業者による確認方法

事業者の報告・記録 外部クレーム ヒアリング等

所管課評価
頻度

提案段階で検討したコンセプトに基づいて本事業のブラン

ド構築に努め、集いの拠点の設計、建設、維持管理及び

運営を通じて施設全体の統一感を持つブランディングを行

うこと。

ホームページでの情報発信を中心に、イベントの積極的

な出展など、市の広報と協力して広くＰＲすること。

様々なイベントとの連携や独自PRイベントを企画・実施

すること。

要求水準項目 評価項目（基準）

ボランティア活動を中心とした、施設を支える団体等との

ネットワークの構築を行うとともに、開館に向けた機運醸成

のための産・官・学・民の多様な主体と連携・協働の仕組

みを構築すること。

市民参加型のワークショップ等を開催することで、施設の機

運を醸成させること。

従業者に対して業務内容や機械操作、安全管理、救急

救命、接客対応などの講習研修を実施し、開館後の運

営体制を構築すること。

内覧会・オープニングセレモニー・開館記念イベントを実

施すること。

出版社や旅行会社をはじめとする媒体やメディア、エージェ

ントに対して掲載の働きかけを行うとともに、大学や公共施

設へのポスター掲載や、パブリシティを中心に施策を展開す

るほか、プロモーションに取り組むこと。

開館前のイベントの企画・計画などの準備及び準備支援

を実施すること。

提案段階で検討したコンセプトに基づいて本事業のブラン

ド構築に努め、集いの拠点の設計、建設、維持管理及び

運営を通じて施設全体の統一的を持つブランディングを行

うこと。

ホームページでの情報発信を中心に、イベントの積極的

な出展など、市の広報と協力して広くＰＲすること。

様々なイベントとの連携や独自PRイベントを企画・実施

すること。

内覧会・オープニングセレモニー・開館記念イベントを実

施すること。

出版社や旅行会社をはじめとする媒体やメディア、エージェ

ントに対して掲載の働きかけを行うとともに、大学や公共施

設へのポスター掲載や、パブリシティを中心に施策を展開す

るほか、プロモーションに取り組むこと。

12月

所管課評価

3月

所管課評価



事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント） 事業者評価（コメント）

評価
コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力
評価

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

コメント

AまたはCの場合は必ず入力

所管課評価

6月 9月事業者による確認方法

事業者の報告・記録 外部クレーム ヒアリング等

所管課評価
頻度要求水準項目 評価項目（基準）

12月

所管課評価

3月

所管課評価

（６）開館前のイベント等の開催準備業務

市が主催又は共催するイベントの開催準備の

支援や、PFI事業者主体のイベントの準備を

適切に行っているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

■憩いライブラリ及び交流スペース

（３）選書業務（開館後含む）

①図書資料の購入準備

蔵書管理計画を策定するとともに、年間資料

収集計画を策定し、市の資料収集要綱に基

づいた選書が適切に行われているか。

第2四半

期、第3四

半期、年度

末

月報、市との協議記録、報

告書
－ B

協議を経て、資料収集要綱に

基づき選書業務を進めているこ

とに対して一定の評価は行うが、

年間資料収集計画が提出され

ていないため、今後速やかに提

出すること。

B

協議を経て、資料収集要綱に

基づき選書業務を進めているこ

とに対して一定の評価は行うが、

年間資料収集計画が提出され

ていないため、今後速やかに提

出すること。

B

②資料の発注

選書した資料が適切に発注されているか。

第2四半

期、第3四

半期、年度

月報、報告書 － B B B

（５）小展示等の開催準備業務（開館前）

①小展示の準備

司書の専門性や憩いライブラリのコンセプトを

活かしたテーマ展示となっているか。
年度末

月報、報告書、市との協議

記録
－ － － B

②PFI事業者主体の企画展の準備

憩いライブラリ内の資料だけでなく、多様な展

示スタイルを検討し、企画展の準備を行うこ

と。

年度末 月報、市との協議記録 － － － B

■歴史・郷土ミュージアム

（２）事務所及び収蔵品等の移転業務

①備品什器・消耗品の移転

展示ケース等の備品の搬出・搬入を行い、新

規備品の場合には目録作成が行われている

か。

年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

事務机等の備品や、消耗品の搬出・搬入が

行われているか。

年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

②収蔵品の移転

収蔵品の移送が遅滞・破損等が無く行われて

いるか。
年度末

月報、市との協議記録、報

告書
－ － － B

有償頒布物の移送が遅滞なく行われている

か。
年度末

月報、市との協議記録、報

告書
－ － － B

蔵書の移送が遅滞なく行われているか。 年度末
月報、市との協議記録、報

告書
－ － － B

個人情報書類の移送が遅滞なく適切に行わ

れているか。
年度末

月報、市との協議記録、報

告書
－ － － B

（３）開館前の広報業務

①開館前の広報計画の作成、広報活動

ホームページにてミュージアムの検討経過や各

種事業のアーカイブを掲載し、継続性を持た

せた情報発信を行っているか。

年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

建設予定の建物について周知するためのリー

フレットが製作されて、適切に配布されている

か。

年3回及び

年度末

月報、リーフレット、市との協

議記録
無 B B B B

（４）展示準備業務

①常設展の準備

市が策定する常設展計画について、協議・助

言を行い、設備・環境・家具等の整備がなさ

れているか。

第3四半

期、年度末

月報、市との協議記録、報

告書
－ － B B

②市主体の企画展の準備

市主体の企画展計画について、協議・助言を

行い、設備・環境・家具等の整備がなされて

いるか。

第3四半

期、年度末

月報、市との協議記録、報

告書
－ － B B

③PFI事業者主体の企画展の準備

開館に相応しい企画展を計画し、市と協議の

上内容を決定しているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

④レファレンス及び郷土ラボの運営準備
レファレンス及び郷土ラボの運営準備を行うとと

もに、運搬した蔵書資料データの配架場所等

が図書館システムに入力されているか。

年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

⑤体験展示室の運営準備

市と協議の上、体験展示室の運営準備が行

われているか。

年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

施設の特性を踏まえ、蔵書管理計画を策定するととも

に、年間資料収集計画を策定し、選書を適切に行うこ

と。

市の資料収集要綱に基づいて選書した資料を適切に

発注すること。

開館前のイベントの企画・計画などの準備及び準備支援

を実施すること。

憩いライブラリ独自のテーマ展示の準備を行うこと。

集いの拠点全体の企画展の準備を行うこと。

開館初年度に開催するPFI事業者主体の企画展の準

備を行うこと。

レファレンス及び郷土ラボの運営準備を行うこと。

体験展示室の運営に関する準備を行うこと。

開館初年度に開催する常設展の準備を行うこと。

開館初年度に開催する市主体の企画展の準備を行う

こと。

歴史・郷土ミュージアムへ収蔵品、有償頒布物、蔵

書、個人情報書類の移送を行うこと。

歴史・郷土ミュージアムに関する広報活動を実施するこ

と。

歴史・郷土ミュージアムへ展示ケース、事務机等の備

品、消耗品等の搬出・搬入を行うこと。
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12月

所管課評価

3月

所管課評価

⑥キッズコーナー（おやこひろば）の運営準備

市と協議の上、キッズコーナーの運営準備が

行われているか。

年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

⑦活動展示室の運営準備

市と協議の上、活動展示室の運営準備が行

われているか。

年3回及び

年度末
月報、市との協議記録 無 B B B B

市職員立会いのもと、燻蒸を必要とする資料

の移動を行い、燻蒸後の結果を市に報告して

いるか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

既存ボランティア団体への挨拶及び活動状況

のヒアリングを行い、関係構築を図るとともに、

体験の機会や募集の検討を進めているか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、報

告書
無 B B B B

■提案による追加事項

（1）運営・維持管理業務のマニュアル作成

全ての機能を網羅したマニュアルを作成してい

るか。

年3回及び

年度末

月報、市との協議記録、マ

ニュアル
無 B B B B

運営・維持管理業務が滞りなく行えるよう、開館準備期

間中にマニュアルの作成を行うこと。

キッズコーナー（おやこひろば）の運営に関する準備を

行うこと。

活動展示室の運営に関する準備を行うこと。

⑧歴史資料の燻蒸

運搬された歴史資料の燻蒸を行うこと。

（５）施設を支える方々とのネットワーク構築業務

ボランティア活動を中心とした、施設を支える団体等との

ネットワークの構築を行うとともに、開館に向けた機運醸成

のための産・官・学・民の多様な主体と連携・協働の仕組

みを構築すること。


